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東
京
都
職
員
互
助
組
合
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
四
号

東
京
都
職
員
互
助
組
合
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
職
員
互
助
組
合
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
元
年
東
京
都
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
及
び
そ
の
家
族
」
を
「
等
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
結
婚
祝
金
」
を
「
慶

事
祝
金
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
そ
の
家
族
」
を
「
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
家

族
」
を
「
組
合
員
等
」
に
改
め
、
「
と
は
、
」
の
下
に
「
組
合
員
及
び
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中

「
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
又
は
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理
念
の
実
現

を
目
指
す
条
例
（
平
成
三
十
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三
号
）
第
七
条
の
二
第
二
項
の
証
明
若
し
く
は
同

条
第
一
項
の
東
京
都
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
と
同
等
の
制
度
で
あ
る
と
知
事
が
認
め
た
地
方
公

共
団
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
制
度
に
よ
る
証
明
を
受
け
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相

手
方
で
あ
っ
て
、
同
居
し
、
か
つ
、
生
計
を
一
に
し
て
い
る
も
の
（
以
下
単
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

関
係
の
相
手
方
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
配
偶
者
」
の
下
に
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
を

加
え
、
「
で
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
三
条
第
七
項
に
規
定
す
る
被
扶
養
者

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
被
扶
養
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
子

で
、
」
の
下
に
「
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
三
条
第
七
項
に
規
定
す
る
」
を
加

え
、
同
項
第
三
号
中
「
被
扶
養
者
で
な
い
」
を
削
り
、
「
、
一
親
等
の
親
族
並
び
に
派
遣
事
業
適
用
組

合
員
及
び
配
偶
者
の
孫
及
び
祖
父
母
」
を
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
の
三
親
等
内
の

親
族
（
前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
も
の
で
、
障
害
を
有
す
る
派
遣
事
業
適
用
組
合
員
を
介
護
す
る
も

の
（
当
該
派
遣
事
業
適
用
組
合
員
一
人
に
つ
き
一
人
に
限
る
。
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
七
日
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東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
五
号

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
七
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
一
号
の
二
中
「令

和
４
年
９
月
分
ま
で
は
、

」
の
下
に
「地

方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
３
年
法
律
第
６３号

）
に
よ
る
改
正
前
の

」
を
加
え
る
。

別
記
様
式
第
二
号
()表
中
「配

偶
者

」
を
削
り
、
同
様
式
()裏
中

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
改

正
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
（
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ

る
改
正
前
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存

す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
の
際
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
別
記
様
式
第
一
号
の
二
に
よ
る
用
紙

で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

住
居
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
六
号

住
居
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

住
居
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
東
京
都
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
家
族
」
を
「
世
帯
の
構
成
員
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
地
方
公
共

団
体
」
を
「
他
の
地
方
公
共
団
体
」
に
、
「
家
族
」
を
「
世
帯
の
構
成
員
等
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
七
号

職
員
の
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
年
東
京
都
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
配
偶
者
が
」
を
「
配
偶
者
又
は
条
例
第
十
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
（
以
下
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
と
い
う
。
）
が
」
に
、

「
若
し
く
は
配
偶
者
」
を
「
又
は
配
偶
者
若
し
く
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
に
改
め
、

同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
配
偶
者
」
の
下
に
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
を
加

え
、
同
条
第
四
号
中
「
配
偶
者
が
職
員
又
は
配
偶
者
」
を
「
配
偶
者
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の

相
手
方
が
職
員
又
は
配
偶
者
若
し
く
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号

中
「
配
偶
者
」
の
下
に
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
配
偶
者
」
の
下
に
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
を
加

え
、
同
項
第
二
号
中
「
配
偶
者
」
の
下
に
「
若
し
く
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
を
加
え
、

同
項
第
三
号
及
び
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
配
偶
者
」
の
下
に
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相

手
方
」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
配
偶
者
」
の
下
に
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
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を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
配
偶
者
の
」
を
「
配
偶
者
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
の
い

ず
れ
も
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
い
た
配
偶
者
」
の
下
に
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相

手
方
」
を
加
え
、
「
配
偶
者
の
」
を
「
配
偶
者
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
の
い
ず
れ

も
」
に
、
「
配
偶
者
等
」
を
「
配
偶
者
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
等
」
に
改
め
、
同
条

第
五
号
中
「
配
偶
者
の
」
を
「
配
偶
者
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
の
い
ず
れ
も
」
に
、

「
配
偶
者
等
」
を
「
配
偶
者
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
等
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中

「
配
偶
者
等
」
を
「
配
偶
者
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
等
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
配
偶
者
」
の
下
に
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
を
加
え
る
。

第
七
条
第
一
項
及
び
第
十
二
条
第
二
項
中
「
配
偶
者
等
」
を
「
配
偶
者
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関

係
の
相
手
方
等
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
配
偶
者
」
の
下
に
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
八
号

東
京
都
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
東
京
都
規
則
第
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
六
号
中
「
給
油
施
設
」
の
下
に
「
そ
の
他
の
自
動
車
に
燃
料
又
は
動
力
源
と
し
て
の
電
気

を
供
給
す
る
た
め
の
施
設
」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
除
く
」
の
下
に
「
と
と
も
に
、
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
第
一
号
か
ら
第

四
号
ま
で
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
、
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら

の
図
面
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
以
上
」
を
「
程
度
」
に

改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
以
上
」
を
「
程
度
」
に
、
「
、
構
造
図
、
意
匠
配
色
図
及
び
給
排
水
計
画

図
」
を
「
及
び
意
匠
配
色
図
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
以
上
」
を
「
程
度
」
に
改
め
、
同
項
第
十

一
号
中
「
当
該
事
業
」
を
「
工
事
の
施
行
を
要
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
」
に
改
め
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

知
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
第
九
条
第
三
項
の
認
可
に
関
し
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
認
可
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
縮
尺
千
分
の
一
程
度
の
構
造
図
、
給
排

水
計
画
図
そ
の
他
の
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

知
事
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
承
認
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

同
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
縮
尺
千
分
の
一
程
度
の
構
造
図
、
給
排
水
計

画
図
そ
の
他
の
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
当
該
当
事
者
が
連
署
し
た
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四

譲
受
人
が
個
人
で
あ
る
と
き
は
、
譲
受
人
の
住
民
票
の
写
し

五

第
六
条
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類

六

譲
受
人
が
行
う
施
設
の
管
理
又
は
経
営
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
収
入
及
び
支
出
の
総
額
及
び

内
訳
を
記
載
し
た
書
類
そ
の
他
譲
受
人
が
施
設
を
適
切
に
管
理
又
は
経
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
証
す
る
書
類

第
十
六
条
第
二
項
中
「
（
第
九
条
第
四
項
」
を
「
（
第
九
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
上
覧
」
を
「
上
欄
」
に
改
め
、
同
条
の
表
中

「
第
六
条
第
二
項

申
請
書

協
議
書

」
を

書
類

書
類
（
第
七
号
か
ら

第
十
一
号
ま
で
に
掲

げ
る
も
の
を
除

く
。
）

運
輸
施
設

運
輸
施
設
又
は
道
路

法
（
昭
和
二
十
七
年

法
律
第
百
八
十
号
）

に
よ
る
道
路
（
以
下

「
運
輸
施
設
等
」
と

い
う
。
）
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「
第
六
条
第
二
項

申
請
書

協
議
書

」
に
、
「
申
し
出
」
を

書
類

書
類
（
第
七
号
か
ら

第
十
一
号
ま
で
に
掲

げ
る
も
の
を
除

く
。
）

運
輸
施
設

運
輸
施
設
又
は
道
路

法
（
昭
和
二
十
七
年

法
律
第
百
八
十
号
）

に
よ
る
道
路
（
以
下

「
運
輸
施
設
等
」
と

い
う
。
）

第
六
条
第
三
項

条
例
第
九
条
第
三
項

の
認
可

条
例
第
九
条
第
二
項

の
同
意

認
可
の
申
請
を
し
た

者

協
議
の
申
出
を
し
た

者

「
申
出
」
に
、
「
第
九
条
第
二
項

申
請
書

協
議
書

」
を

「
第
九
条
第
二
項

申
請
書

協
議
書

」
に
、
「
第
九
条
第
三

第
九
条
第
三
項

承
認

同
意

申
請
を
し
た
者

協
議
の
申
出
を
し
た

者

項
」
を
「
第
九
条
第
四
項
」
に
、
「
第
九
条
第
四
項
」
を
「
第
九
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行
為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺

の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
以
上
」
を
「
程
度
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
以

上
」
を
「
程
度
」
に
改
め
、
「
、
構
造
図
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
以
上
」
を
「
程
度
」
に
改
め
、

同
条
中
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

知
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
に
関
し
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
許
可
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
縮
尺
千
分
の
一
程
度
の
構
造
図
そ
の

他
の
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条
第
四
項
第
六
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
「
延
べ
面
積
を
い
う
」
の
下
に

「
。
第
二
十
七
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
中
「
こ
う
配
」
を
「
勾
配
」
に
改

き
ん

め
、
同
条
第
十
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
僅
少
」
を
「
僅
少
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
下
げ
、
同
項
第
三
号
中
「
こ
う
配
」
を
「
勾
配
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二

号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

二

申
請
に
係
る
場
所
が
、
条
例
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
許
可
を
受
け
て
木
竹
の
伐
採
が
行
わ

れ
た
後
、
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
場
所
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
木
竹
の
伐
採
が
僅
少
で
あ
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
三
条
第
十
一
項
中
「
前
項
第
七
号
及
び
第
九
号
」
を
「
前
項
第
二
号
、
第
八
号
及
び
第
十

号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
十
項
第
七
号
」
を
「
第
十
項
第
二
号
及
び
第
八
号
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
第
十
項
第
九
号
」
を
「
第
十
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

三

照
明
装
置
を
用
い
て
第
一
種
特
別
地
域
等
内
の
森
林
又
は
河
川
そ
の
他
の
自
然
物
に
つ
い
て
照

明
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
学
術
研
究
そ
の

他
公
益
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
又
は
病
害
虫
の
防
除
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

イ

色
彩
及
び
形
態
が
そ
の
周
辺
の
風
致
又
は
景
観
と
著
し
く
不
調
和
で
な
い
こ
と
。

ロ

期
間
及
び
時
間
が
必
要
最
小
限
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

当
該
照
明
を
行
う
範
囲
が
必
要
最
小
限
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

動
光
又
は
点
滅
を
伴
う
も
の
で
な
い
こ
と
。

ホ

野
生
動
植
物
の
生
息
又
は
生
育
上
そ
の
他
の
風
致
又
は
景
観
の
維
持
上
重
大
な
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ヘ

第
一
種
特
別
地
域
等
内
の
森
林
又
は
河
川
そ
の
他
の
自
然
物
に
つ
い
て
行
う
も
の
で
な
い
こ
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と
。

第
二
十
三
条
第
十
四
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
い
ず
れ
か
」
を
「
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

学
術
研
究
そ
の
他
公
益
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

第
二
十
三
条
第
十
四
項
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

三

地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
維
持
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

四

農
林
漁
業
に
付
随
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

既
に
建
築
物
の
設
け
ら
れ
て
い
る
敷
地
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

前
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
行
為
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
三
条
第
十
八
項
第
二
号
中
「
で
あ
っ
て
、
野
生
動
植
物
の
生
息
又
は
生
育
上
そ
の
他
の
風
致

又
は
景
観
の
維
持
上
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
に
次
の
た

だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
基
準
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許

可
を
受
け
、
又
は
条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
現
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
か
つ
、
従
来
の
行
為
の
規
模
を
超
え
な
い
程
度
で
行
わ
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

第
二
十
三
条
第
十
九
項
第
一
号
ニ
中
「
光
源
（
光
源
を
内
蔵
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
表
示
面
）
が
白

色
系
の
も
の
で
あ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
」
に
改
め
、
同
号
ニ
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

⑴

照
明
の
範
囲
が
必
要
最
小
限
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑵

期
間
及
び
時
間
が
必
要
最
小
限
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑶

動
光
又
は
点
滅
を
伴
う
も
の
で
な
い
こ
と
。

第
二
十
三
条
第
十
九
項
第
一
号
ホ
を
削
り
、
同
号
へ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
か
ら
ヘ
ま

で
」
を
「
及
び
ホ
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
か
ら
ヘ
ま
で
及
び
」
を
「
及
び
ホ
並
び
に
」
に
改
め
、

同
項
第
四
号
中
「
第
一
号
へ
」
を
「
第
一
号
ホ
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
中
第
二
十
七
項
を
第
二
十
八
項
と
し
、
第
二
十
六
項
を
第
二
十
七
項
と
し
、
第
二
十
五

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２６

条
例
第
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
許
可
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

一

申
請
に
係
る
場
所
以
外
の
場
所
に
お
い
て
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
行
為
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

学
術
研
究
そ
の
他
公
益
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

野
生
動
植
物
の
生
息
又
は
生
育
上
そ
の
他
の
風
致
又
は
景
観
の
維
持
上
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
維
持
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
第
四
号
中
「
あ
る
場
所
で
」
を
「
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
の
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ

ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
」
に
改
め
、
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
改
築
又
は
増
築
に
あ
っ
て
は
、
改
築
又
は
増

築
後
に
お
い
て
、
そ
の
水
平
投
影
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、

同
条
第
十
四
号
中
「
道
路
」
を
「
宅
地
又
は
道
路
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
号
中
「
巣
箱
、
給
じ
台
」

を
「
野
生
鳥
獣
の
保
護
増
殖
の
た
め
の
巣
箱
、
給
餌
台
」
に
改
め
、
同
条
第
十
九
号
中
「
も
の
」
の
下

に
「
で
、
か
つ
、
増
築
部
分
の
最
高
部
と
最
低
部
と
の
高
さ
の
差
が
二
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
も
の
」

を
加
え
、
同
条
第
二
十
号
中
「
を
既
存
の
規
模
を
超
え
な
い
範
囲
（
径
の
変
更
を
除
く
。
）
で
張
り
替

え
る
こ
と
（
色
彩
の
変
更
を
伴
わ
な
い
」
を
「
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
電
線
等
」
と
い
う
。
）
を
改
築
す

る
こ
と
又
は
既
存
の
電
線
等
に
沿
っ
て
電
線
等
を
新
築
若
し
く
は
増
築
す
る
こ
と
（
既
存
の
電
線
等
の

色
彩
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

二
十
一

既
存
の
電
線
等
に
付
帯
す
る
工
作
物
を
新
築
、
改
築
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
既
存
の
電
線

等
の
色
彩
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
。

二
十
二

変
圧
器
そ
の
他
の
電
柱
に
付
帯
す
る
設
備
を
改
築
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
当
該
電
柱
の
高

さ
を
超
え
な
い
も
の
に
限
る
。
）
。

二
十
三

支
持
物
か
ら
他
の
支
持
物
を
経
ず
に
需
要
場
所
の
引
込
口
に
至
る
電
線
等
及
び
引
込
み
に

要
す
る
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
第
二
十
四
号
中
「
又
は
農
作
物
」
を
「
、
農
作
物
、
森
林
又
は
生
態
系
」
に
改
め
、
同

条
第
二
十
五
号
中
「
防
除
」
の
下
に
「
又
は
保
安
」
を
加
え
、
同
条
中
第
八
十
七
号
を
第
百
二
号
と
し
、

第
八
十
六
号
を
第
百
一
号
と
し
、
第
八
十
五
号
を
第
九
十
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
七
号
を
加
え

る
。九

十
四

公
園
管
理
団
体
が
行
う
条
例
第
二
十
五
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
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の
た
め
に
必
要
な
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
行
為
の
内
容
及
び
実
施
期
間
を
記
載
し
た
書
面
が
十
四

日
前
ま
で
に
知
事
に
提
出
さ
れ
た
も
の
を
行
う
こ
と
。

九
十
五

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七

十
五
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
大
臣
の
許
可
に
係
る
行
為
と
し
て
、
条
例
第
十
二

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

九
十
六

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
第
一
項
に

規
定
す
る
認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
行
為
と
し
て
、
条
例
第
十
二
条
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

九
十
七

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定
に

よ
る
防
除
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
行
為
と
し
て
、
条
例
第
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の

を
行
う
こ
と
。

九
十
八

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八

十
八
号
）
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
保
全
事
業
の
実
施
の
た
め

に
必
要
な
行
為
と
し
て
、
条
例
第
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

九
十
九

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
知
事
の
許
可
に
係
る
行
為
と
し
て
、
条
例
第
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う

こ
と
。

百

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
に
よ
る
指
定
管
理
鳥
獣
の
捕
獲
に
伴
う
行
為
と
し
て
、
条
例

第
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

第
二
十
五
条
中
第
八
十
四
号
を
第
九
十
二
号
と
し
、
第
六
十
八
号
か
ら
第
八
十
三
号
ま
で
を
八
号
ず

つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
六
十
七
号
中
「
認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
」
を
「
農
業
を
営
む

た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
」
に
改
め
、
「
採
取
し
、
又
は
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
七
十
二
号
と
し
、

同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

七
十
三

牧
野
そ
の
他
の
草
原
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
別
表
第
一
に
掲
げ
る
も
の
を
損

傷
す
る
こ
と
。

七
十
四

別
表
第
一
に
掲
げ
る
も
の
の
保
護
増
殖
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
同
表
に
掲
げ
る
も
の

を
損
傷
す
る
こ
と
。

七
十
五

国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
特
定
外
来
生
物
の
防
除
を
目
的
と
す
る
催
し
（
国
又
は
地
方
公

共
団
体
が
実
施
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
内
容
及
び
実
施
期
間
を
記
載
し
た
書

面
が
、
知
事
に
提
出
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
参
加
し
た
者
が
、
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
植
物

（
木
竹
を
除
く
。
）
を
採
取
し
、
又
は
損
傷
す
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
第
六
十
六
号
中
「
あ
る
植
物
で
、
」
を
「
お
い
て
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
十
一

号
と
し
、
同
条
中
第
六
十
五
号
を
第
七
十
号
と
し
、
第
五
十
七
号
か
ら
第
六
十
四
号
ま
で
を
五
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
同
条
第
五
十
六
号
中
「
地
表
か
ら
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
六
十
一
号
と
し
、
同
条
中

第
五
十
五
号
を
第
六
十
号
と
し
、
第
五
十
四
号
を
削
り
、
第
五
十
三
号
を
第
五
十
九
号
と
し
、
同
条
第

五
十
二
号
中
「
の
保
護
管
理
又
は
野
生
鳥
獣
の
保
護
増
殖
」
を
「
又
は
野
生
動
植
物
の
保
護
管
理
」
に

改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
十
八
号
と
し
、
同
条
中
第
五
十
一
号
を
第
五
十
七
号
と
し
、
第
三
十
四
号
か

ら
第
五
十
号
ま
で
を
六
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
十
三
号
を
削
り
、
同
条
第
三
十
二
号
中
「
認
定
保
護

増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
木
竹
」
を
「
牧
野
そ
の
他
の
草
原
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で

竹
又
は
か
ん
木
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
十
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
九

別
表
第
一
に
掲
げ
る
も
の
の
保
護
増
殖
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
竹
又
は
か
ん
木
を
伐

採
す
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
中
第
三
十
一
号
を
第
三
十
七
号
と
し
、
同
条
第
三
十
号
中
「
又
は
電
線
路
の
維
持
」
を

削
り
、
同
号
を
同
条
第
三
十
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三
十
五

電
線
路
の
維
持
に
必
要
な
範
囲
内
で
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

三
十
六

道
路
（
主
と
し
て
歩
行
者
の
通
行
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
鉄
道
又
は
軌
道
の

交
通
の
障
害
と
な
る
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
中
第
二
十
九
号
を
第
三
十
三
号
と
し
、
第
二
十
八
号
を
第
三
十
二
号
と
し
、
同
条
第
二

十
七
号
中
「
木
竹
」
の
下
に
「
（
別
表
第
一
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第

二
十
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三
十

生
業
の
維
持
の
た
め
、
必
要
な
範
囲
内
で
竹
（
高
さ
が
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の

に
限
る
。
）
を
伐
採
す
る
こ
と
。

三
十
一

施
設
又
は
設
備
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
竹
（
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の
に
限
る
。
）
を
伐
採
す
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
中
第
二
十
六
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
第
二
十
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。
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二
十
六

知
事
が
指
定
す
る
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
既
存
の
建
築
物
の
屋
根
面
に
太
陽
光
発
電

施
設
（
当
該
施
設
の
色
彩
及
び
形
態
が
、
都
立
自
然
公
園
の
風
致
の
維
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
な
い
も
の
と
し
て
、
知
事
が
指
定
す
る
色
彩
及
び
形
態
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
設
置
す

る
こ
と
。

二
十
七

都
が
、
都
立
自
然
公
園
の
保
護
若
し
く
は
適
正
な
利
用
の
推
進
の
た
め
に
人
の
立
入
り
を

防
止
す
る
た
め
の
柵
又
は
都
立
自
然
公
園
の
利
用
者
数
を
計
測
す
る
た
め
の
機
器
そ
の
他
の
仮
設

の
工
作
物
（
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
水
平
投
影
面
積
が
三
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
新
築
し
、
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

第
二
十
七
条
第
一
号
中
「
延
面
積
」
を
「
延
べ
面
積
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
号
中
「
第
二
十
五
号
」
を
「
第
二
十
七
号
」
に
、
「
第
三
十
五
号
」
を
「
第
四
十

一
号
」
に
、
「
第
三
十
八
号
」
を
「
第
四
十
四
号
」
に
、
「
第
四
十
九
号
」
を
「
第
五
十
五
号
」
に
、

「
第
五
十
五
号
」
を
「
第
六
十
号
」
に
、
「
第
七
十
二
号
又
は
第
七
十
三
号
」
を
「
第
八
十
号
、
第
八

十
一
号
又
は
第
九
十
四
号
か
ら
第
百
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
四
号
を
削
り
、
第
十
三
号
を
第

十
四
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

三

地
表
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
高
さ
で
、
広
告
物
等
（
表
示
面
の
面
積
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
設
置
す
る
こ
と
（
同
一
敷
地
内
又
は
同
一
場
所
内
に
お
け
る
広
告

物
等
の
表
示
面
の
面
積
の
合
計
が
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
場
合
に
限
る
。
）
。

第
二
十
八
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
八

前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
を
超
え
る
工
作
物
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築
（
改
築
又
は
増

築
後
に
お
い
て
同
号
に
規
定
す
る
基
準
を
超
え
る
も
の
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築
を

含
む
。
）
以
外
の
工
作
物
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築
に
付
帯
す
る
行
為

第
二
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
野
生
動
物
の
生
態
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
）

第
二
十
九
条
の
二

条
例
第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一

野
生
動
物
（
条
例
第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
野
生
動
物
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
餌
を
与
え
る
こ
と
。

二

野
生
動
物
に
著
し
く
接
近
し
、
又
は
つ
き
ま
と
う
こ
と
。

第
三
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
公
園
管
理
団
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
）

第
三
十
五
条
の
二

条
例
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
法
人
は
、
会
社
又
は
森
林

組
合
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
に
規
定
す
る
森
林
組
合
と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
二
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
各

号
及
び
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
（
同
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
あ
っ
て
は
、
当
該
公
園
管
理
団
体

の
業
務
と
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
第
二

十
五
条
各
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

五

会
社
又
は
森
林
組
合
に
あ
っ
て
は
、
都
立
自
然
公
園
の
植
生
の
保
全
そ
の
他
の
自
然
の
風
景
地

の
保
護
に
資
す
る
活
動
又
は
主
と
し
て
歩
行
者
の
通
行
の
用
に
供
す
る
道
路
そ
の
他
の
施
設
の
補

修
そ
の
他
の
維
持
管
理
に
係
る
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

別
表
第
二
附
帯
施
設
の
部
動
物
園
の
項
中
「
午
前
八
時
三
十
分
」
を
「
午
前
九
時
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
()裏
備
考
１
中
「を

除
く

」
の
次
に
「と

と
も
に
、
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、

⑴
か
ら
⑷
ま
で
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
、
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ

れ
ら
の
図
面
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

」
を
加
え
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑴
及
び
⑵
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑶
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
、
「、

構
造
図
、
意
匠

配
色
図
及
び
給
排
水
計
画
図

」
を
「及

び
意
匠
配
色
図

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑷
中
「以

上

」

を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⒀
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
構
造
図
、
給
排
水
計
画
図

そ
の
他
の
必
要
な
書
類

別
記
第
五
号
様
式
()裏
備
考
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１
添
付
書
類
及
び
図
面

⑴
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
が
施
設
の
位
置
又
は
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
係
る
と
き
は
、
別

記
第
１
号
様
式
の
添
付
書
類
及
び
図
面
に
準
じ
て
、
変
更
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
及
び

図
面
等
を
添
え
る
こ
と
。
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知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
構
造
図
、
給
排
水
計
画
図

そ
の
他
の
必
要
な
書
類

別
記
第
七
号
様
式
()表
中

「

」
を

「

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑷
譲
受
人
が
個
人
で
あ
る
と
き
は
、
譲
受
人
の
住
民
票
の
写
し

⑸
施
設
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５
万
分
の
１
程
度
の
地
形
図

⑹
施
設
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５
千
分
の
１
程
度
の
概
況
図
及
び
天
然
色
写
真

⑺
都
公
園
事
業
の
執
行
に
必
要
な
土
地
、
家
屋
そ
の
他
の
物
件
を
当
該
事
業
の
執
行
の
た
め
に

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

⑻
譲
受
人
が
行
う
施
設
の
管
理
又
は
経
営
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
収
入
及
び
支
出
の
総
額
及

び
内
訳
を
記
載
し
た
書
類
そ
の
他
譲
受
人
が
施
設
を
適
切
に
管
理
又
は
経
営
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
証
す
る
書
類

別
記
第
十
五
号
様
式
()裏
備
考
１
中
「添

付
図
面

」
の
次
に
「（

行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次
に

掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行

為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
⑸
を
除
く
。
）

」
を
加
え
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑴
及
び
⑵
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑶
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「、

構
造
図

」

を
削
り
、
同
様
式
()裏
備
考
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑸
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
構
造
図
そ
の
他
の
必
要
な

書
類

別
記
第
十
五
号
様
式
()裏
備
考
２
⑸
中
「風

致
観

」
を
「風

致
景
観

」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
六
号
様
式
()裏
備
考
１
中
「添

付
図
面

」
の
次
に
「（

行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次
に

掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行

為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
⑶
を
除
く
。
）

」
を
加
え
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑴
及
び
⑵
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑶
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
構
造
図
そ
の
他
の
必
要
な

書
類

別
記
第
十
七
号
様
式
()裏
備
考
１
中
「添

付
図
面

」
の
次
に
「（

行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次
に

掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行

為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
⑸
を
除
く
。
）

」
を
加
え
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑴
か
ら
⑷
ま
で
の
規

定
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑸
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
構
造
図
そ
の
他
の
必
要
な

書
類

別
記
第
十
八
号
様
式
()裏
備
考
１
中
「添

付
図
面

」
の
次
に
「（

行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次
に

掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行

為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
⑶
を
除
く
。
）

」
を
加
え
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑴
及
び
⑵
中
「以
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上
」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑶
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
構
造
図
そ
の
他
の
必
要
な

書
類

別
記
第
十
九
号
様
式
()裏
備
考
１
中
「添

付
図
面

」
の
次
に
「（

行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次
に

掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行

為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
⑷
を
除
く
。
）

」
を
加
え
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑴
及
び
⑵
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑶
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「、

構
造
図

」

を
削
り
、
同
様
式
()裏
備
考
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑷
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
構
造
図
そ
の
他
の
必
要
な

書
類

別
記
第
二
十
号
様
式
()裏
備
考
１
中
「添

付
図
面

」
の
次
に
「（

行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次
に

掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行

為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
⑸
を
除
く
。
）

」
を
加
え
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑴
及
び
⑵
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑶
中
「以
上

」
を
「程

度
」
に
改
め
、
「、

構
造
図

」

を
削
り
、
同
様
式
()裏
備
考
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑸
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
構
造
図
そ
の
他
の
必
要
な

書
類

別
記
第
二
十
一
号
様
式
()裏
備
考
１
及
び
第
二
十
二
号
様
式
()裏
備
考
１
中
「添

付
図
面

」
の
次
に

「（
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行
為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も

っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
⑸
を
除
く
。
）

」
を
加
え
、

同
様
式
()裏
備
考
１
⑴
か
ら
⑷
ま
で
の
規
定
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

⑸
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
構
造
図
そ
の
他
の
必
要
な

書
類

別
記
第
二
十
三
号
様
式
()裏
備
考
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１
添
付
図
面
（
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表

示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行
為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ

る
縮
尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）

⑴
行
為
の
場
所
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５
万
分
の
１
程
度
の
地
形
図

⑵
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
構
造
図
そ
の
他
の
必
要
な

書
類

別
記
第
二
十
四
号
様
式
()裏
備
考
１
中
「添

付
図
面

」
の
次
に
「（

行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次

に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

行
為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）

」
を
加
え
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑴
及
び
⑵
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改

め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑶
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
構
造
図
そ
の
他
の
必
要
な

書
類

別
記
第
二
十
五
号
様
式
()裏
備
考
１
中
「添

付
図
面

」
の
次
に
「（

行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次

に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

行
為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
⑷
を
除
く
。
）

」
を
加
え
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の

規
定
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑷
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
構
造
図
そ
の
他
の
必
要
な

書
類

別
記
第
二
十
六
号
様
式
()裏
備
考
１
中
「添

付
図
面

」
の
次
に
「（

行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次

に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

行
為
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮
尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
⑶
を
除
く
。
）

」
を
加
え
、
同
様
式
()裏
備
考
１
⑴
及
び
⑵
中
「以

上

」
を
「程

度
」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑶
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
構
造
図
そ
の
他
の
必
要
な

書
類

別
記
第
二
十
七
号
様
式
()表
中
「第

２０条
第
７
項
た
だ
し
書

」
を
「第

２０条
第
８
項
た
だ
し
書

」
に
改
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め
る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
()表
中
「第

２０条
第
８
項
た
だ
し
書

」
を
「第

２０条
第
９
項
た
だ
し
書

」
に
改

め
る
。

別
記
第
三
十
号
様
式
備
考
中
「必

要
と
し
な
い

」
を
「実

際
の
着
手
日
を
記
入
す
る
こ
と

」
に
改
め

る
。別

記
第
三
十
三
号
様
式
()裏
及
び
第
三
十
四
号
様
式
()裏
備
考
１
⑵
及
び
⑶
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に

改
め
る
。

別
記
第
三
十
七
号
様
式
()裏
備
考
２
中
「第

２５条

」
を
「第

２５条
第
１
項

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
改
正
規
定
は
、

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
第
二
十
三
条
の
規
定
は
、
こ
の
規

則
の
施
行
の
日
以
後
に
さ
れ
る
東
京
都
自
然
公
園
条
例
（
平
成
十
四
年
東
京
都
条
例
第
九
十
五
号
）

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
さ
れ
た
同
項
の
規
定

に
よ
る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
様
式

（
こ
の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所

要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
七
十
四
号

平
成
元
年
東
京
都
告
示
第
三
百
四
十
一
号
（
東
京
都
職
員
互
助
組
合
に
関
す
る
条
例
施
行
細
則
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
二
条
中
「
認
証
」
の
下
に
「
（
別
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
組
合
員
等
」
を
「
組
合
員
及
び
事
業
所
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
家
族
」
を
「
利
用
者
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
組
合
員
に
家
族
」
を

「
組
合
員
は
、
当
該
組
合
員
に
規
則
第
五
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
利

用
者
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
は
、
当
該
組
合
員
は
、
家
族
の
構
成
」
を
「
、
当
該
利
用
者
が
互
助
組

合
の
事
業
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
利
用
者
が
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
」
に
改
め
、
「
及
び
」
の
下
に
「
主
と
し
て
当
該
」
を
加
え
、
「
す
る
か
否
か
に
係
る
事
実
を
認

定
」
を
「
し
て
い
る
こ
と
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）
を
証
明
す
る
こ

と
が
」
に
、
「
証
拠
書
類
」
を
「
書
類
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
所
属
長
が
必
要
で
な
い
と
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
一
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
二
条
中
「
組
合
員
及
び
そ
の
家
族
」
を
「
規
則
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
組
合
員
等
が
互
助

組
合
の
事
業
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
組
合
員
等
」
に
、
「
場
合
に
お
い
て
」
を

「
と
き
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
確
認
」
を
「
証
明
」
に
、
「
証
拠
書
類
」
を
「
書
類
」
に
、
「
そ
の
遺
族
」
を
「
組

合
員
若
し
く
は
組
合
員
で
あ
っ
た
者
の
死
亡
の
当
時
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
」
に
、
「
と

き
」
を
「
時
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
別
に
定
め
る
場
合
は
、
所
属
長
を
経
な
い
で
互
助
組
合
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

組
合
員
（
組
合
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
配
偶
者
（
婚
姻

の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）
又
は
東
京

都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理
念
の
実
現
を
目
指
す
条
例
（
平
成
三
十
年

東
京
都
条
例
第
九
十
三
号
）
第
七
条
の
二
第
二
項
の
証
明
若
し
く
は
同
条
第
一
項
の
東
京
都
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
と
同
等
の
制
度
で
あ
る
と
知
事
が
認
め
た
地
方
公
共
団
体
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
制
度
に
よ
る
証
明
を
受
け
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
で
あ
っ
て
、

同
居
し
、
か
つ
、
生
計
を
一
に
し
て
い
る
も
の

二

組
合
員
の
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
、
組
合
員
の
死
亡
の
当
時
主
と
し
て
そ

の
収
入
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
た
も
の

三

前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
組
合
員
の
三
親
等
内
の
親
族
で
組
合
員
の
死
亡
の
当
時
主
と
し
て
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そ
の
収
入
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
た
も
の

四

組
合
員
の
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
、
第

二
号
に
該
当
し
な
い
も
の

第
十
四
条
中
「
所
属
長
は
」
の
下
に
「
、
前
条
た
だ
し
書
に
規
定

す
る
場
合
を
除
き
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
中
「
そ
の
遺
族
」
を
「
第
十
三
条
各
号
に
掲
げ
る
者
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

第
二
条
の
改
正
規
定
、
第
十
三
条
の
改
正
規
定
（
同
条
に
た
だ
し
書

を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
四
条
の
改
正
規
定
は
、
令
和

五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

則
（
教
）

東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
住
宅
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
七
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
六
十
八
号

東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
住
宅
管
理
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
住
宅
管
理
規
則
（
平
成
十
三
年
東
京
都

教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、

事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
」
を
「
同
居
者
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同

条
第
三
号
中
「
同
居
親
族
」
を
「
同
居
者
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条

第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
主
と
し
て
そ
の
収
入
に
よ
り
生
計

を
維
持
す
る
親
族
（
以
下
「
同
居
親
族
」
と
い
う
。
）
」
を
「
同
居

者
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

二

同
居
者

職
員
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、

事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
又
は
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
う
た
わ
れ
る
人
権

尊
重
の
理
念
の
実
現
を
目
指
す
条
例
（
平
成
三
十
年
東
京
都
条

例
第
九
十
三
号
）
第
七
条
の
二
第
二
項
の
証
明
若
し
く
は
同
条

第
一
項
の
東
京
都
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
と
同
等
の
制

度
で
あ
る
と
知
事
が
認
め
た
地
方
公
共
団
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
関
す
る
制
度
に
よ
る
証
明
を
受
け
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
関
係
の
相
手
方
で
あ
っ
て
、
同
居
し
、
か
つ
、
生
計
を
一
に

し
て
い
る
も
の
（
以
下
単
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相

手
方
」
と
い
う
。
）
及
び
職
員
又
は
当
該
配
偶
者
若
し
く
は
当

該
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
の
収
入
に
よ
り
生
計
を

維
持
す
る
配
偶
者
以
外
の
親
族
を
い
う
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
二
号
」
を
「
第
二
条
第
三
号
」

に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
見
出
し
中
「
同
居
親
族
」
を
「
同
居
者
」
に
改
め
、

同
条
第
一
項
中
「
同
居
親
族
に
」
を
「
同
居
者
に
」
に
、
「
同
居
親

族
異
動
届
」
を
「
同
居
者
異
動
届
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
二
項
第
二
号
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
第
一
項
及

び
第
二
十
二
条
中
「
同
居
親
族
」
を
「
同
居
者
」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「家

族
構

成
」
を
「同

居
者

」

に
、

「

」
を

「

」
に

改
め
、
「家

族
構
成
の
欄
に
は
、
職
員
住
宅
に
同
居
す
る
親
族
を
す

べ
て
記
入
す
る
こ
と
。

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
（
表
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
四
号
様
式
（
裏
）
中
「婚

約
者

」
を
「同

居
者
（
配
偶
者

以
外
の
親
族
を
除
く
。
）
に
な
ろ
う
と
す
る
者

」
に
、
「家

族
構

成

」
を
「同

居
者
（
本
人
を
除
く
。
）

」
に
、
「結

婚
予
定
年
月

日

」
を
「同

居
者
と
な
る
予
定
年
月
日

」
に
改
め
る
。

別
記
第
六
号
様
式
中
「同

居
親

族
数

」
を
「同

居

者
数

」
に
改
め
る
。

別
記
第
八
号
様
式
中
「同

居
親

族
異

動
届

」
を

「同
居

者
異

動
届

」
に
、
「同

居
親
族
に

」
を
「同

居

者
に

」
に
、

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
中
「同

居
親
族

」
を
「同

居
者

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都

教
育
委
員
会
職
員
住
宅
管
理
規
則
の
様
式
（
こ
の
規
則
に
よ
り
改

正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
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の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

訓

令
（
議
）

◉
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
九
号

東
京
都
議
会
議
会
局

東
京
都
議
会
議
会
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
慶
弔
休
暇
の
特
例
に

関
す
る
規
程
（
令
和
二
年
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
七
日

東
京
都
議
会
議
長

三

宅

し
げ
き

「
令
和
五
年
一
月
六
日
ま
で
の
間
に
あ
る
職
員
」
の
下
に
「
又
は

同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
と
な
る
場
合
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
が
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
五

年
一
月
六
日
ま
で
の
間
に
あ
る
職
員
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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